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Pl−520　妊娠 19− 21週 に お ける臍帯動脈拡張期宋期血 流途絶な ら び に逆流 と子宮内胎児発育遅延 との 関係
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【目的】臍帯動脈の 拡張期末期血流の 途絶や 逆流 （absent 　and ／or 　reversed 　end
−diastolicflow；ARED ）は IUGR や IUFD の ハ イ リ

ス ク因 子の ひ とつ と して報告 さ れ てい る．その 報告の 多 くが妊娠 24週以 降で の 検討で あ る．妊娠 19− 21週に お ける 臍帯勁蝋

AR £ D が その 後の 産税学的 リス ク 困子 にな るか を瞬 らか にす る．【方 法】当科で 妊 娠 19−−21週 に任意で 行わ れ る 妊婦超音波外来 を

2 05年 6月以降に希鑿受診 した 単胎妊娠 を対象 と した，説明の 後に書面 に よる嗣意 を得たk で，特定の外来担当医 師 1名が 経腹的

超音波断層法を用 い て，籍帯動脈 ARED の 有無を判定した．2006年 9 月まで に分娩に ！・
一
っ た 76例に つ い て 産科学的予後との 関係

を評価 した．【成續】ARED （＋ ）の 3例 （3．9％，　 S群〉の分娩週数は S4−．0　±　6．1週で，全例に IUGR と胎1 ジス トレ ス （FD）を認

め帝王切黷褥 （CS ）が施行された．うち 1例 （33．3％）は 早期薪生 児死 亡 に 至 り，騰 箒は胎 盤辺 縁賛 着 だ っ た．　 ARED （一）の 残

りの 73例 （96、1％，C 群）の 分娩週数は 38．】± 1．5週 （p〈0．05　vs　S群 ； ＊ 〉で ，7例 （9．6％，＊〉に IUGR を，8 例 （11．O％，＊）

に FD を，1例 （1．4％，＊ ｝に 原因不明の IUFD を認め た．　 C 群の CS 施行率は 34，2％ （＊ ），臍帯の 胎盤辺縁付着は 3 例 （4、1％
，

＊，｝ の み だ っ た．なお，2群悶で 環体年齢な らびに 初産率に は差を認めな か っ た、最rWfigには全 76例 中 IUGR を 8例 に FD を ll
例 に認め，その 各々 3例 に ARED を認 め た．妊娠 19− 21避に お ける 騰帯動脈 ARED の IUGR な らびに FD に対する 敏感度 は各 々

30．0％ と 27．3％，特異度は ともに IO  ％ で あ っ た．　 ARED の
一一・paとして臍帯辺縁付着が挙げられる．【結論】妊娠 19−−21週 におけ

る麟帯動脈 ARED はその 後の IUGR や FD，児死亡 の リス ク困子で あり，陽性症例ではその 後 の慎重な妊娠管理 が 必要で ある，

Pl−521　臍帯動脈血流途絶および逆流例におけ る臍帯静脈
・
子宮動脈血 流計測の有繝性
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【欝的】臍帯動朕 瘟 流の 途絶や 逆流勝見 は 高度の 子宮内胎 児発育遅 延 〈
’
［UGR ）例 に認 め られ るが．臍帯静脈血流との 関運は

不 明 で あ る．今回我 々 は臍帯静脈と子宮動脈の 血流計測を行い 臍帯動脈 との 関連 に つ い て 検討 した．【方法】1）濟帯動脈血 流

途絶群 6例 お よ び逆流群 8例を対象に，超音波 廐流計測 に よ り臍帯静脈瘟 流速度（フ ロ
ープ ロ フ ァ イ ル 法），臍帯静販拍動の

有無お よ び子宮動脈 Resistance　index（RD を算1！1し，蕕帯動脈血 流 との 関 連 を検討 した．なお，対照群 と し て 妊娠 19週か

ら 41 週の 正常単胎妊娠 8  例 に瞬様の 計測 を行っ た．2）逆流群 3例 の 贋帯動静脈血流 の 経時変化を観察した、3）途絶群と

逆流 群 の 2群髑で 撫生時 の IUGR の 程度を比較検討した．【成劉 1）対照群で は妊娠週数 に伴っ て 臍帯静脈 血 流速度 （濟帯静

脈流 速）は漸増 し，子宮動脈 RI は漸減 した。途絶群な らびに逆流群で は週数 に比較 して臍帯静脈流速は低値で ，臍帯静脈拍

動 は 途絶群 4例．逆流群全例 に 認め られた．子宮動脈 RI は 途絶群 3例，逆流 群全例 が 週 数 に比 較 して斑値で あ っ た，2＞経

時 変 化 を観 察 した 駿 帯動 脈 ln醯 途絶の 3例で は，驥帯静賑流速の 抵下 と と もに 脳帯動脈逆流 に 変化 した．3）途 絶群お よび 逆

流群 は すべ て 一2SD 以 下の IUGR で，両 群間に有意差を認 め なか っ た．【結論】途絶群 と逆流群 の 問 に は IUGR の 程度に有意

差を認め なか っ たが．黶帯動静賑や 子宮動脈 噬流 計灘値 には 差が 認め られ た．また躋 帯静脈流 速の 低 Fとともに途絶例 は 悪

化して逆流に変化す る こ とが観察された こ とよ 1）， 臍帯動静脹および子宮動脈 の 騒時的計測は子宮内環境の 変化を据握する

上 で 有用 と考 え られ た．

P1−522　母体に硫酸マ グ ネ シウ ム が 投与 され た 児 の 周産 期予後 につ い て
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困 醐 出 生 葡に 母捧 に硫酸 マ グ ネ シ ウム （Mg ）が 投 与 され た症 例 の 綱 鹿期予 後を未投与劔 と比 較検討す る ．【方法】2 OI

年か らの 5 年間で 畠生 した 32 週未満の 129 例を，Mg 投与例 と未投与例に 分け た，多胎，染色体異常や奇形樋は除外 した．
Mg は切 迫早 産 （PTL ）と妊娠高血圧症候群 （P班 ） に 対 して 行 われ た （M 群 ）．　 PTL で は塩酸リ ト ドリ ン （R）の 最大投与

量で も子宮収縮 が搾糊さ れ な い とき も しくは副作用 串現時 に，PIH で は血圧 16 〆UOmmHg 以 辷あ るい は頭癌や眼華閃発な

どの 臨床症 状が出現 した とき に，Mg 　4g を 30分 で 王oading 後，血 中 濃 度 を測 定 しな が ら 1− 2g〆hrで 持続投 与した．．未投与

例 は 週数をマ ッ チ させ た （C 群〉．児 の 短期予後 に つ い て ．周産期死亡，脳内出 盗 αVH ｝，脳室 周 囲白質軟化症 （PVL）の 有

無 を中心 に 検 討 した，1成 績 1M 群 は 59例，　 G 群 は 6i例 となっ た，　 M 群で は RDs 　m 度以上 は 19例 （32．2％ ），　 IvH　III度以

上 は 5例 （＆4％），PVL は 4例 （6．7％）に み られ たが，こ れ らの頻度 は C 群 との 問で差 は見 られ なか っ た，周産期死亡，　 III

度以 上の 夏VH ，　 PVL の い ずれか が み られ た場合 を児 の 予後不良 （n 蕭27｝とす る と，多変量 解祈 の 結果 ，槭 g 投与の 有無で は

な く （odds 　ratio （OR ）O．67，95％ confldence 　interval（CI）0．22− 2．01），分娩時の 妊娠週数で あっ た （OR　O，83，95％CI　O．69−

O．99．1週 増 え る ご と に リス クが  ．83減 ）。【結 論 1海外 か ら報告 され て い る Mg の 児 に 対す る 悪影響 は IVH と関連づ け られ て

い る が，今河の 検討 で は その 関連性 は認 め られず，翼 な る検討が 必要 と思 わ れ た．
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